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長[s] を推定する．これに加え，本研究では(3) 主旋律・伴奏パート，(4) 音価(音符記号) の推定まで
行う．F0 においては，対数周波数領域での調波構造の特性を活かした手法により推定する．音符長に
おいては，ピアノは音が発生した瞬間にエネルギーが増大するという特徴があるため，これを活かし
た推定法で推定する．一般的に音高は12 平均律で表現され，これを周波数で表すとき，その値は音高
が高くなるにつれて指数関数的に上昇する．そのため，低周波数の音は高周波数の音に比べ，周波数
の微少のずれで音高が違って聴こえてしまう．そこで，周波数領域において定Q フィルタバンクを用
いる．また，本研究では両手演奏を対象としており，音程遷移確率を取り入れることで主旋律・伴奏
パートを推定する．音価においては，隠れマルコフモデルのViterbi 検索により推定を行う．このよう
に，パートと音価の推定においては，音楽的な知識を取り入れている． 
 
本論文では，各処理における提案手法を記述し，追加処理や改良点を述べた．また，提案手法の性
能を調べるため，実環境(敷地面積10 畳ほどの音楽室) で録音したピアノ音源を用いて実験を行った．
その結果、本論文での提案手法が、雑音や反響を含む実環境のピアノ音に対して有効であることが確
認できた。 
 
